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Ⅲ IT・ICT の活用事例 

１．香川県における事例 

（１）モデル農家 1（木田郡三木町 H 農場）：簡易発情発見装置導入 

① モデル農家の経営概要と課題 

H 氏(69 歳)は和牛繁殖経営に係る作業をほと

んど一人で担っている。 

以前は経産牛30頭規模の酪農経営を行ってい

たが、体力的に乳牛の飼養管理が困難になった

ため、約 10 年前に和牛繁殖経営に転換した。モ

デル実証開始時の繁殖雌牛飼養頭数は19頭であ

ったが、現在（令和 4 年 2 月）は 22 頭まで増頭している。 

飼育方法はフリーバーン方式で、H 氏は家畜人工授精師の資格を有しており、発情確認や種

付けはほとんど自分で行っている。繁殖に関する技術は酪農での経験を活かせているが、発情

兆候が弱く分かりにくい牛の授精適期の判断に苦慮している。 

また、自給飼料として飼料作物と WCS 用稲をそれぞれ 1.5 ヘクタール、他に主食用の水稲

を 1.0 ヘクタール作付けしており、ほ場作業があるため家畜を目視観察できる時間が限られて

いる。特に、農繁期は一日の大部分をほ場で作業しているため、その間の発情見逃しが課題と

なっている。 

 

② 課題解決に向けた ICT 機器の選定 

H 農場の課題である「発情兆候が弱い牛の発情発見」と「牛舎不在時の発情兆候確認」に対

応するため発情発見装置の導入を検討し、H 氏が情報通信機器を使い慣れないことに配慮して

「牛歩 10」を選定した。牛歩 10（Ⅰ章 3 節）は歩数データから発情兆候を検知する「牛歩」の

簡易版で、歩数や歩数のグラフを表示する本体と歩数センサーで完結するシンプルな構成にな

っている。歩数センサーは首に装着するネックタイプと脚に装着するタイプを選択できる。 

本体 1 台で歩数管理が可能なのは 10 頭分までと制約があり、情報通信機器との連携や拡張

性は無いものの、単純に発情兆候だけを確認したい場合には十分選択肢になりうる。 

H 農場では牛歩 10 本体 1 台と、ネックタイプの歩数センサー7 個を対象とする牛に順次付け

替えて使用することとした。 

Ｈ農場牛舎 
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牛歩 10 本体               歩数センサー（ネックタイプ） 

 

③ ICT 機器の利用方法 

牛歩 10 本体は畜舎内の見やすい場所に設置し、毎日、朝昼晩の 3 回(現在は朝晩の 2 回)畜舎

での作業開始前にチェックする。その後、給餌作業中に目視で発情観察を行う。牛歩 10 は発情

兆候を検知すると本体のランプが点灯するので直感的でわかりやすく、また、過去 3 日間の歩

数の推移が確認できるので、発情判断の参考にできるとのことであった。 

 

④ ICT 機器の導入効果 

牛歩 10 導入前後の繁殖成績を表 1 にまとめた。 

人工授精回数は令和 2 年度の牛歩 10 導入以降で増加しており、これは今まで見逃していた

発情を発見できたためと考えられる。受胎頭数も令和 2 年度に増加し、令和 3 年度も 3 月時点

で 7 頭が妊娠鑑定前であるため、最終的には 20 頭前後になると予想される。受胎率は令和 3 年

度に減少しているが、徐々に牛歩 10 の扱いに慣れ、発情発見を牛歩 10 に頼るようになったこ

とが原因ではないかと思われる。 

発情発見率も牛歩 10 導入により向上した。令和 3 年度は、長期不受胎牛が受胎したこと、妊

娠鑑定で受胎と判断された牛が不受胎であったことにより、若干低下したものと考えられる。 

分娩間隔は牛歩 10 導入以降、短縮傾向にある。令和 2 年度に長期不受胎牛(空胎日数 600 日

以上)2 頭が受胎したため分娩間隔が延びているが、中央値では短縮している。発情が分かりや

すく、受胎成績が良好な牛を積極的に保留しているため、分娩間隔が 365 日以下の牛が増加し

ている。 
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⑤ 今後の課題 

H 農場では牛歩 10 を継続的に使用する中で徐々に信頼感が大きくなり、発情発見を牛歩に

頼りがちになったことが、受胎率低下の一因ではないかと危惧される。特に、農繁期である 8

月の稲刈り時期には目視による観察ができず牛歩による確認のみだったとのことなので、導入

当初のような「牛歩 10＋目視観察」による発情発見を徹底させることが重要である。 

 

（２）モデル農家 2(さぬき市寒川町 Y 農場)：遠隔監視カメラ導入 

① モデル農家の経営概要と課題 

Y 氏(40 歳)は夫婦二人で和牛繁殖経営に従

事している。3 年前に父親から F1 牛肥育経営

を継承し、それを機に繁殖部門を開始した。令

和 2 年 4 月に肥育部門を中止し、現在(令和 4

年 2 月)は繁殖専業である。経営規模は繁殖部

門開始当時が繁殖牛 27 頭で現在は 37 頭まで

増頭している。 

牛舎はフリーバーン方式で、元の肥育牛舎の

構造をそのまま流用している。 

Y 農場では分娩に係る作業負担が大きな課題であった。 

実証開始以前に分娩事故の発生はなかったが、分娩予定日には 1 時間程度の見回りを 3 回行

Ｙ農場牛舎 

表１　牛歩導入前後の繁殖成績
↓牛歩導入

R1 R2
R3～

R4.2月

妊娠牛に対するAI回数（回） ① 23 33 33

受胎頭数（頭） ② 13 19 15

受胎率（％） ②/① 56.5 57.6 45.5

発情発見率（％） ③ 77.1 90.4 87.8

分娩間隔（日） 426.4 430.5 409.6

分娩間隔（中央値・日） 400 387 360

分娩頭数（２産目以上・頭） 10 13 13

うち分娩間隔365日以下の頭数（頭） 3 3 7

初回授精（２産目以上・％） 75.8 66.8 73.3

※発情発見率③＝発情を発見後AIを実施した数÷発情回数
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っていた。牛舎での分娩監視ではなかなか牛舎を離れられず、身体的・精神的な負担が大きか

った。また、牛舎は自宅から 100 メートル弱離れた裏山にあり、周囲は夜間にイノシシやサル

が出没するような環境のため、分娩監視や介助などで夜中に出向く際には身の危険を感じてい

た。 

自己の繁殖経営のほか、水稲栽培作業も手伝っており、農繁期は牛舎で分娩を監視する時間

が確保できず、精神的な不安やストレスとなっていた。 

 

② 課題解決に向けた ICT 機器の選定 

「分娩監視の負担軽減」を目的とした機器には、遠隔監視カメラや膣内温度センサー(牛温恵)

がある。後者は牛の膣内に挿入した温度センサーが体温変化を検知し、分娩予定を通知するも

のであるが、Y 農場では、繁殖雌牛の約半数がセンサーを挿入する際に暴れる恐れがあるため、

直接牛に接することが無く使用できる遠隔監視カメラを導入することとした。 

導入にあたっては、畜舎内の厳しい環境に対応でき、監視対象牛を的確に補足・観察するた

め、リモートでレンズの向きやズームの操作ができる機能がある「養牛カメラ」（Ⅰ章１節）を

選定した。 

 

③ ICT 機器の利用方法 

カメラの画像は基本的にはスマートフォンで

確認し、画像を詳細に見たい場合はパソコンを

使用する。起床直後と就寝前の 1 日 2 回は、必

ずカメラ画像を確認している。給餌の際には目

視による観察で、うろうろしているといった行

動や、粘液が出ている状態などから分娩兆候を

感覚的に判断している。目視では兆候が無くて

も状態が気になった時や、ほ場作業中の空き時

間にはカメラ画像を確認するようにしている。 

分娩観察は、カメラで確認できる場合は極力カメラで済ませている。日中の分娩では基本的

に一次破水まではカメラで様子を見て、二次破水で足が見えた時点で、一度牛舎に確認に行く。

夜間分娩の場合は、二次破水で足が見えたら画像をズームして観察し、逆子などの異常が見ら

れた場合には牛舎に行く。分娩前に介助が必要ない場合や、分娩後 1 時間程度カメラで観察し、

子牛が立ち上がり初乳を飲んでいるようであれば牛舎には行かない。 

養牛カメラ設置状況 
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養牛カメラ本体       パソコンでのカメラ映像確認画面 

分娩の際に人が近くで見ていると、初産牛は神経質なためなかなか分娩しないことがあり、

ほかにも、神経質な牛は子牛に初乳を与えないこともあるので、姿を見せないようカメラを活

用し、牛舎近くの待機所で画像により観察するよう気を付けている。 

 

④ ICT 機器の導入効果 

牛舎以外の場所からでも牛の状態が観察できるので、観察頻度は増加している。それにより、

分娩兆候の見逃しや分娩に気付かず分娩事故に至るような事案は減少した。また、分娩観察は

極力カメラ画像で行うよう徹底し、異常発生時や緊急時以外は牛舎に行くことは無くなったた

め、身体的・精神的な負担が大きく減少した。さらに、監視画像は録画・保存されているため、

監視できなかった時間帯に遡って確認することが可能で、異常発生時の原因究明や、獣医師の

診断時に活用することもできる。 

表 2 に遠隔監視カメラ導入後の分娩兆候確認方法別の分娩事例数、表 3 に同じく分娩状況確

認方法別の分娩事例数を示した。分娩兆候、分娩状況ともに、カメラの画像で牛舎での目視観

察と同程度の確認が行えている。特に在宅時や夜間のカメラによる観察は、今まで牛舎に出向

いていた手間と身体的・精神的負担を軽減したと言える。また、カメラ導入により牛舎外の作

業中でも牛の様子を画像で確認できるようになり、分娩事故の予防や早期対応、精神的負担の

減少に役立っている。 

分娩兆候や分娩が確認できなかった事案(未確認)については、技術開発による分娩兆候や分

娩開始の通知機能の搭載が期待される。 

  

表２　分娩兆候の確認方法と確認回数

自宅 作業中 夜間

カメラ 5 3(水田) 4

目視 - 8(牛舎) -

未確認 2 4 3

※カメラ導入後（回）

表３　分娩状況の確認方法と確認回数

自宅 作業中 夜間

カメラ 5 2(水田) 4

目視 - 12(牛舎) -

未確認 1 3 2

※カメラ導入後（回）

表２ 分娩兆候の確認方法と分娩事例数   表３ 分娩状況の確認方法と分娩事例数 
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⑤ 今後の課題 

Y 氏は遠隔監視カメラの機能について「カメラ画像の解像度向上と画像録画時の音声保存(録

音)機能」と「分娩開始や分娩異常の通知機能」を希望している。 

また、農場周辺が 4G 未対応のため、早期の通信環境整備を望んでいる。 

 

（３）まとめ 

発情発見装置・遠隔監視カメラなどの ICT 機器は、授精や介助の判断材料を提供するもので、

その情報から最終的に判断するのはあくまで人(畜産農家)である。機器に頼りすぎるのではなく、

目視観察のスキルアップを図りながら、ICT 機器から得られるデータを活かして、繁殖・分娩管

理を行うことが重要である。  

 

（川地保弘、山地菜摘） 

JRA 畜産振興事業「中小規模畜産経営 ICT 化支援事業」 
(令和元年度～令和 3 年度)手引書より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

7 
 

２ ICT 機器の導入のまとめ 

（１）ICT 機器の導入のポイント 

ICT 機器は生産性向上や省力化に有効であるが、使用にあたっては以下のようないくつかのポ

イントがある。 

・ 機器が何を目的としたものか、どのような仕組みによるものかを把握しておくと役にたつ。

監視カメラは現状を確認することが目的なので、見ている映像から判断すればよい。 

発情発見装置(歩数計)は発情を直接検知するものではなく、行動量を測定し、その増加から間

接的に判定している。 

・ 生産性向上のために最も重要なのは日常の繁殖管理であり、自身による観察が基本となる。

機器はその補助となるものである。 

・ 機器の機能をうまく使うことで、分娩監視等の精神的な負担やストレスが軽減される。 

・ 機器の仕組みを理解していれば、初心者にも役立つ情報が得られる。また、情報を本人だ

けでなく、複数でも共有することができる。 

・ ICT 機器の利用の有無に限らず、記帳を整理する。飼養者は自身の所有する牛の状態など

を把握しているが、関係者には理解できない場合がある。しっかり記帳することで関係者と

の情報交換がスムーズにできる。記帳の項目や内容は簡素なほうが長続きする。 

 

（２）経営的な効果  

本事業での発情発見装置はセンサーを含めたシステ

ムで 42~45 万円、遠隔監視カメラ（ドーム型）は諸経

費込みで 45 万円である（税別）。 

分娩時の子牛死亡による損失は、本人が現場を目の当

たりにするため実感するが、発情の見逃しによる損失は

間接的で実感しにくい。 

分娩間隔が繁殖牛 1 頭あたり 1 日短縮すると、子牛

の売り上げとして 1,750 円の増加が期待される。さら

に、母牛の飼料代も低減できる(右表)。 

繁殖牛 20 頭規模では、半数で発情の見逃しが無くな

ると、群全体で分娩間隔が 10 日間短くなる。この場合、

年間 0.5 頭((1-0.9125)/35×10 日×20 頭)の子牛の販売

１.分娩間隔400⽇から365⽇に短縮すると
●繁殖⽜1頭当たり⼦⽜販売額増加

400 365
⼦⽜⽣産頭数 (頭/年) 0.9125 1
⼦⽜販売額 (円/年) 638,750 700,000
差額 (円) - 61,250
1⽇当たりでは1,750円（61,250/35）増加
●繁殖⽜1頭当たり飼料代低減

1⽇当たりでは400円節約

●（1,750+400）/⽇×20頭×10⽇＝430,000

分娩間隔短縮の効果

年間43万円収益改善

２．繁殖⽜20頭飼養農家が、半分の⽜で1回
発情⾒逃しが無くなると
●平均で分娩間隔は10⽇短縮

分娩間隔
⽇

(1⽇当たり乾草8kg)×（乾草価格 50円/kg）
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額増加が期待できる。おおむね機器の購入価格に等しい。 

遠隔監視カメラによる経営改善効果の計算は難しいが、Ⅳ章 1 節に示したように省力化や監視

効果向上に有効である。 

 

（３）精神的な効果 

ICT 機器導入について、飼養者自身から「精神的に楽になった。ストレスがなくなった」、また、

家族からは「発情発見装置が役立った。装置をみることで、牛の発情について家族で会話する機

会が増えた。」などの感想があった。収益改善といった経営的な効果だけでなく、機器を利用して

作業を行なうなかで実感として得られる精神的な効果も大きい。 

 

（４）遠隔監視カメラの利用 

遠隔監視カメラには汎用の比較的安価で設置が容易な機種もあることから、中小規模経営で利

用が進み、今度の導入を検討している経営も多い。 

実際に牛舎に行かなくても、離れた場所での作業中や在宅時に手持ちのスマートフォンやタブ

レットで牛の様子を確実に確認することができ、分娩監視での省力効果は大きい。 

監視の頻度を増すことで異常が生じた場合に素早く対応できる。また、神経質な牛も刺激する

ことなく監視できる。一方、就寝中など監視できない場合に、人工知能（AI）で映像から分娩兆

候を検知し通知してくれる機器が発売されているが、高価である。 

 

（篠田 満） 

JRA 畜産振興事業「中小規模畜産経営 ICT 化支援事業」 
(令和元年度～令和 3 年度)手引書より 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


